
「京都市地域コミュニティと市民参加に関するビジョン（案）」に関する 

市民意見の募集 

 
１ 市民意見募集の概要 

 ⑴ 募集期間 

   令和７年１２月２５日（木）～ 令和８年２月２日（月） ４０日間 
 
 ⑵ 意見数 
   意見者数：  ５８９人 

   意 見 数：１，９２４件 

 
 ⑶ 意見をいただいた方の属性 

  ア 年齢 

～１９歳 ２０歳代 ３０歳代 ４０歳代 

１１３人 ３４３人 １１人 １５人 

５０歳代 ６０歳代 ７０歳代 不明 

１４人 １１人 １９人 ６３人 

 

  イ 居住地 
京都市内 京都市外 不明 

２０８人 ２９２人 ８９人 
 
 
２ 御意見の要旨と御意見に対する本市の考え方 

  別紙のとおり 
  



別紙 
御意見の要旨と御意見に対する本市の考え方 

 
 
１ 第１章 本ビジョンについて【３８３件】 

 意見 件数 回答 

１ ・「市民参加推進」と「地域コミュ

ニティ活性化」を一体的に捉え直

し、これまでの計画を統合して長

期的な視点で整理している点は、

市民にとっても分かりやすい。 

・地域コミュニティを行政主導で

はなく、市民一人ひとりの主体性

を重視して捉え、「自分たちのまち

は自分たちでつくる」という考え

方に強く共感する。 

・行政が単なる支援者にとどまら

ず、多様な主体をつなぐ「結節点

（ハブ）」として機能しようとする

姿勢は、複雑化する地域課題の解

決に不可欠。 

196 ・京都ならではの歴史や文化、住民自

治の伝統、市民が誇りを持って率先し

てまちをつくるといった、まち柄を土

台として、多様な主体が交ざり合い、

対話し、つながりを深めながら、社会

総がかりで本ビジョンを推進してまい

ります。 

２ ・京都特有の地域文化を「知る・関

わる入口」として、若者が自然に

地域に入れる工夫を。 

・大学と地域、企業、行政が連携

し、授業やフィールドワーク等を

通じて学生が継続的に関わりたく

なる実践的な学びの仕組みを作っ

てほしい。 

・従来の自治会活動にはなじみに

くい若者世代向けに、テーマごと

やプロジェクト型で一時的に関わ

れる参加機会を増やすべきである 

114 ・「学生のまち」である京都の特性を活

かし、若年層や単身世帯、転入者がも

っと地域に関わりやすくなるような仕

組みづくりを進め、若者・学生・新住民

などの参加促進、連携強化を進めてま

いります。 

３ ・深い関わりを好まない若者も多

く、程よい距離感で交流できる「ゆ

るやかなつながり」を重視する方

向性は非常に魅力的である。 

・短い時間や単発でも地域に関わ

ることができると分かるようにす

れば、忙しい現役世代も参加しや

49 ・興味・関心をきっかけとした参加や

時間や場所に縛られないデジタル技術

の活用など、参加のハードル引き下げ

と多様な関わり方を進めてまいりま

す。 



すくなる。 

・地域のイベントやボランティア

情報が分かりやすく、時間や場所

を問わずに参加できるデジタル化

を推進してほしい。 

・共働き世帯などで地域活動への

参加自体が難しい市民や、「参加し

たくない人」にも、自然に関心を

持てる視点が重要である。 

４ ・写真がどの文章を補完している

のかわからない。 

・全体的に抽象的な表現が多く、

市民にとって具体的に何がどう変

わるのかが見えにくい。 

・「行政に求められる役割」に記載

の「広い意味での『公』を担う」の

意味が分からない。 

・自治会加入率の低下や担い手不

足について、現状認識にとどまら

ず、要因を丁寧に整理すべき。 

12 ・写真へのキャプションや掲載位置の

変更により、より分かりやすくなるよ

うに修正を行いました。 

・「広い意味での『公』を担う」を削除

した上、文章を修正しました。 

・地域の実情やその背景については、

資料集にその概要を記載しており、地

域の実情を踏まえて、取組を推進して

まいります。 

５ ・パブリック・コメントや審議会

といった制度が存在していても、

大学生や若年層には参加のイメー

ジが湧きにくいため、SNSなどを活

用して活動の様子を可視化し、周

知を強化してほしい。 

・市民参加の取組が実際に行われ

ていること自体が知られていない

場合が多いため、学校の授業で取

り入れたり、地域での広報を強化

するなど、知る機会・きっかけづ

くりが重要である。 

・パブリック・コメント等で意見

を出した後に、それがどのように

扱われ、政策にどうつながったの

かを分かりやすく発信・提示する

仕組みがないと、継続的な参加に

つながらない 

 

 

10 ・市民が市政に参加することは、市民

参加の重要な柱の一つであり、この間

の着実な制度運用や情報発信により、

少しずつ市政参加をする市民が増えて

きたところです。いただいた御意見を

参考にして、市民にわかりやすい情報

発信をはじめ、更なる市政参加の推進

に努めてまいります。 



６ ・「新たなビジョンの策定」の末尾

は、「～実現するため本ビジョンを

策定します。」とした方が文章とし

て自然。 

１ ・ご指摘を踏まえ、修正しました。 

７ ・「ビジョンの位置付け」の表中

「各分野別計画」に人権を追加す

べき。 

１ ・ご指摘を踏まえ、修正しました 

 
  



２ 第２章 目指す姿【３５６件】 
 意見 件数 回答 

１ （ゆるやかさや余白について） 

・チャレンジや創造を生む考えが

非常に良いと感じた。 

・参加の形を固定しない状況に応

じた関わり方は今の時代に合って

いる。 

・従来の義務的・固定的なイメー

ジではなく、多様な生き方や事情

を抱える現代社会に沿う方向性

だ。 

・予測困難な時代において、行政

主体ではなく「市民一人ひとりの

主体性」と「多様な関わりしろ」を

核に据えている点が分かりやす

い。 

・「自分たちのまちは自分たちで

つくる」という自治意識を、義務

感ではなく「好き」という愛着か

ら引き出そうとするのがいい。 

・関わる「余白」を感じるというこ

とは住民にとってその地域が居場

所となっているということでよい

捉え方だと思った。 

209 ・社会背景が大きく変わる中で、画一

的な制度や取組では解決できない課題

に対しては、市民の皆さまや地域を構

成する多様な主体、行政が、協働・共創

しながら取組を進めていくことが必要

と認識しています。 

いただいた御意見を参考にして取組を

進めてまいります。 

２ ・まちづくりは特別な人だけが行

うものではなく、日常の中での小

さな参加や関心の積み重ねによっ

て形づくられるものだと感じた。 

・学生にとっても、最初から深く

関わるのではなく、行事や日常の

中で少しずつ関われることは参加

のハードルが下がる。 

・転入する学生や新住民には、そ

もそも町内会等の存在や活動内容

が届いておらず、参加の入口やき

っかけが不足している。 

 

 

 

122 ・活動のビジュアル化等による参加の

入口の見える化や、多様な背景を持つ

方にも情報が届きやすい工夫を行うな

ど、より多くの人にまちづくり活動に

参加いただけるよう、取組を進めてま

いります。 



・言語の壁のある外国人住民を含

め、多様な人々が疎外感を感じず、

無理なく関われるオープンなコミ

ュニティづくりを期待する。 

３ ・目指す姿はとてもいいが、理想

論過ぎる。 

・「ゆるやかさ」や「余白」といっ

た言葉は魅力的だが抽象度が高

い。実際の地域活動の場面でどの

ように実現されるのか、市民が具

体的に何をすればよいのかがイメ

ージしにくい。 

・5〜6ページの矢印の意味が分か

りにくく言葉と絵が連動していな

いため、市民に伝わりやすい表現

に見直すべき。 

16 ・目指す姿に向けて取組を進めていく

ためには、大切にしたい視点を持ちな

がら、具体的な地域事情を踏まえて取

組を進めていくことが重要であると認

識しています。 

・本ビジョンにおいては、「つながる」

「支え合う」「創り合う」の３つの目指

す姿に向け、１２の取組の方向性を示

ししています。第２章ビジョン５ペー

ジの「みんなで目指したいこれからの

まちの姿」、「目指す姿を描くうえで大

切にしたい視点」、ビジョン６ページの

「目指す姿」の関係がわかりにくかっ

たため、文章の修正・追記等を行いま

した。 

４ 「ゆるやかで、しなやかな地域社

会」はまさに今後の地域の在り方

だと思う。 孤独や孤立は、一律の

制度では解決しない。一人ひとり

に寄り添うことが大切。 

・今の日本の孤立する社会には

「気づく」ということも大切にな

るのではないかと思う。 

・やりたい人、やれる人同士がつ

ながることは、もう充分やれてい

る。一方で、孤独や孤立の社会問

題は、信じられないぐらいのスピ

ードで進行しているので、みんな

でよってたかって本気で何とかし

ないといけない。 

９ ・孤独や孤立を感じる人が減り、誰も

が喜びや生きがいを感じられるために

は、市民の皆さまや地域を構成する多

様な主体、行政が、協働・共創しながら

取組を進めていくことが必要と認識し

ています。いただいた御意見を参考に

して取組を進めてまいります。 

 
  



３ 第３章 アプローチ及び取組例【３７０件】 
 意見 件数 回答 

１ ・身近な場所で行政に関われるア

プローチのような方法があれば、

市民参加が推進される。 

・興味がある人だけでなく、給料

を出すことで参加者を増やすべ

き。 

・参加のハードルが低く、若い世

代も興味や日常の延長でまちづく

りに関われる工夫があるとよい。 

・行政の活動をわかりやすく可視

化できれば、市民の興味関心が高

められる。 

・消防団の活動の見える化・魅せ

る化により、イメージを変え人手

不足解消を進めて欲しい。 

・行政だけで取組を進めるように

見える。 

108 ・参加の促進には、参加の入口の情報

発信、興味・関心をきっかけとした参

加や楽しみながら関われる工夫、主体

的・継続的に関わりやすい機会の創出

などが重要であると認識しています。

市民の皆さまが主体的・継続的に参加

できるよう取組を進めてまいります。 

・行政だけで取り組むのではなく、行

政と市民との協働により取り組むこと

を明確にするため、冒頭文に、地域に

お住まいの方々や京都に関わる方々が

まちづくりの主役である旨を記載する

よう修正しています。 

２ ・若者・学生も地域活動に参加し、

市民が支え合う豊かなコミュニテ

ィづくりが良い。 

・高齢者と若者の価値観をすり合

わせることが、地域の多世代交流

につながる。 

・地域や市民同士の連携が重要で

ある。 

・デジタルの活用と関係人口へ着

目しているが、多様な参加を得る

ためには、地域活動の魅せる化と

参加の入口の見える化が必要であ

る。 

100 ・若い世代・学生を含めた多様な主体

が交ざり合い、対話し、つながりを深

め、社会総がかりで協働することが重

要だと認識しており、行政と市民との

連携にとどまらず、市民同士の連携も

推進してまいります。 

３ ・ＳＮＳを活用し、幅広い世代に

活動状況を発信することが重要。 

・デジタルでの発信は若者には有

効であるが、高齢者には難しい可

能性もあるため、デジタルとアナ

ログを融合させた取組が必要。 

42 ・活動への参加促進には、市民の皆さ

まにしっかりと情報を届けることが重

要であると認識しています。そのため、

情報発信に関しては、ＳＮＳ等のデジ

タルツールを活用するとともに、デジ

タルとアナログを対象や場面に併せて

使い分けるなどの工夫も行ってまいり

ます。 



４ ・取組例が実行されることを期待

する。 

・現代の生活に即した取組例であ

り、方向性に共感できる。 

34 ・ビジョンの策定後についても、いた

だいた御意見を参考にして、着実に取

組を進めてまいります。 

５ ・デジタル化により多様な交流が

生まれる。 

・高齢者のデジタルデバイド対策

が必要である。 

・学生が高齢者のデジタル支援を

行うなど、世代を超えた交流が重

要になる。 

18 ・デジタルツールの活用に当たって

は、デジタルデバイド対策も行いつつ、

デジタルツールの活用が、世代を超え

た交流、多様な主体の交ざり合いにつ

ながるよう、工夫しながら取組を進め

てまいります。 

６ ・余白やゆるやかさを大切にした

まちづくりが良いと思う。 

・多様性を認め合い、つながり、支

え合う姿勢が若い世代にも安心感

を与える。 

15 ・ゆるやかさ、しなやかさ、余白を大

切にしつつ、目指す姿である「つなが

る、支え合う、創り合う」の実現に向け

て、着実に取組を進めてまいります。 

７ ・地域の活動を見える化、魅せる

化し、市民に知ってもらうことで、

つながりを生み、市の活性化にも

つながる。 

・京都市民以外の方が参加するこ

とにより、市民意見が無視される

ことにつながらないか。 

14 ・地域で取り組まれている活動をしっ

かりと発信することにより、京都市民

にとどまらず、京都市以外にお住まい

の関係人口・交流人口の方々にも参加

していただくことを目指して取組を進

めてまいります。 

８ ・身近な拠点の活用と、若者の気

軽な参加とスキルを活かせる環境

づくりが重要である。 

・区役所や図書館等の公共施設の

活用は、市民参加の促進につなが

って良いと思う。 

９ ・地域コミュニティや市民参加の推進

に向けて、気軽につどい、つながる場

として、身近な拠点や公共空間を活用

した参加の機会づくりと場づくりを進

めてまいります。 

９ ・自治会の加入促進策が必要であ

る。 

・活動を可視化し、参加しやすい

社会を作ることが不可欠である。 

・市職員と市民が結節点となり、

分断を解消することが必要であ

る。 

８ ・地域コミュニティの活性化には、活

動のビジュアル化、活動の入口の見え

る化や、気軽に参加でき、主体的・継続

的に関わりやすい機会づくり、行政や

市民が結節点となり、対話を重ね、つ

ながりを紡ぐことが重要であると認識

しております。いただいた御意見を参

考とし、着実に取組を進めてまいりま

す。 

 

 



10 ・取組例の列挙により、イメージ

しやすい。 

・具体的な取組例が掲載され、参

加しやすい、短時間で参加できる

といった参加の入口を明確にでき

るとよい。 

・「わくわく」、「もやもや」に説明

がいるのではないか。 

８ ・市民参加の促進につながるよう、今

後とも、市民の皆さまにわかりやすい

情報発信に努めてまいります。 

・「わくわく」、「もやもや」については、

「わくわく（興味・関心）」、「もやもや

（言葉にならない困りごと・違和感）」

と説明を補記しています。 

11 ・区役所には、地域の Hub として

機能しつつ、相談しやすい雰囲気

作りと連携を形だけで終わらせな

い役割を期待する。 

・市民が主役のまちづくりに向け

た多角的な方向性は評価できる

が、実行性向上のための具体的な

工夫や、担い手の負担軽減、挑戦

を後押しする支援体制が必要では

ないか。 

８ ・市民主体のまちづくりを推進するた

め、市役所・区役所が地域の結節点と

して機能しつつ、市民、地域団体、NPO、

企業、大学といった多様な主体と協働

し、社会総がかりで取組を進めてまい

ります。 

12 ・負担軽減に向けた、自治会の役

割の抜本的改革が必要。 

・負担軽減と継続支援で、参加を

更に促進すべき。 

６ ・自治会等における負担軽減や継続支

援については、アプローチ⑦地域活動

への参加、アプローチ⑫行政協力業務

のアップデート等に基づきしっかりと

取り組んでまいります。 

 
  



４ 第４章 ビジョンの推進体制【２８２件】 
 意見 件数 回答 

１ ・行政が Hub となることで、「と

りあえず区役所に相談してみる」

と初めの一歩が出しやすくなる。 
・区役所・支所等と局等の連携が

重要である。区役所が「つなぐ」役

割を担い、行政だけで完結しない

姿勢は納得感がある。 
・サークル活動で地域の方との連

絡調整がうまくいかなかった経験

があり、行政と連携することで失

礼のないコミュニケーションや課

題解決につながると感じた。  
・手続きだけでない区役所の役割

をはじめて知った。 
・つなぎ役は行政だけではない。

地域にもたくさんいる。 

144 ・市民や地域の多様な主体の結節点と

なれるよう、相談しやすい環境づくり

に取り組むとともに、地域でつなぎ役

を果たされている皆さまとの連携も深

めてまいります。 

２ ・京都の強みである大学や学生を

行政がつないでほしい。 

・大学・学生との連携・交流機会の

増加が必要である。関係人口・交

流人口を増やし、地域とのつなが

りを持つ必要がある。 

・大学生は４年で卒業してしまう

ため、継続性を持たせるにはコー

ディネーターが不可欠だ。 

119 ・大学や学生の皆さまをはじめ、地域

の多様な主体と協働して取組を進めて

いけるよう、市役所・区役所が結節点

としての役割を果たしてまいります。 

３  市民が政策の形成過程で関われる

仕組みや、市民への意見聴取と意

見反映の仕組みが必要である。 

10 ・これまでから、審議会の公募委員、

パブリック・コメント、ワークショッ

プ手法を取り入れた事業の推進など、

市民が政策の形成過程で関わり、意見

を述べ、それを政策に反映するといっ

た取組を進めてきましたが、引き続き、

適切な市政参加制度の運営、市民が政

策形成に関わる機会づくり等に努めて

まいります。 

 

 

 

 



４ （図について） 

・伝えたいことがわからない。「地

域住民主体の団体等と行政とのつ

ながりを深めていきましょう」と

いうことだと思うが、分かりにく

い言葉や図を添えたら逆効果だと

思う。 

・多様な主体と行政が、それぞれ

別の枠組みで単に連携するだけの

ように見える。 

・図と矢印が分かりにくい。 

・多様な主体をひとまとめにする

のではなく、多様な主体同士も連

携して取り組んでいるような図に

してはどうか。 

９ ・多様な主体同士のつながりや、行政

との関係性が分かりにくいとの声を踏

まえ、修正しました。 

 
  



５ 第５章 区役所の役割・区役所像【３００件】 
 意見 件数 回答 

１ ・区役所が、手続きや用事がある

ときだけ行く場所だけでなく、気

軽に相談出来たり、地域の人と交

流できたり、カフェのように親し

みやすい空間になってほしい。 
・行政はサービスを提供する側、

市民は受け取る側という関係をイ

メージしていたが、行政も市民と

同じように地域を支える一員とし

て描かれていると感じた。 
・区役所の実行体制の充実、人材

育成、職員の負担軽減を進めてほ

しい。 
・積極的に地域に出向いて市民の

声を聞く姿勢はとても大切。市民

も「意見を言っていい」「参加して

いい」と感じやすくなる。 
・各区の特性に応じた独自性を尊

重しつつも、先進的な事例は区を

越えて共有し、どの行政区でも質

の高いサポートを受けられるよう

な「開かれた区役所」の姿を追求

していただきたい。 

143 ・区庁舎もつながりの場の一つであ

り、区庁舎スペースの有効活用を推進

してまいります。 

・職員が積極的に地域に出向くこと

や、市民や多様な主体の皆さまが行き

やすく、気軽に相談しやすい環境づく

りに取り組むとともに、地域の実情に

寄り添った支援等を行うことで、市民

や多様な主体と共にまちづくりを推進

する、市民に最も身近な行政機関であ

る区役所の役割を果たしてまいりま

す。 

・各区の先進事例を共有したうえで、

各区の特性に応じたまちづくりを推進

してまいります。 

２ ・DX 化で生み出した時間を専門性

の高い対人支援や地域活動への参

加にシフトさせる方針に賛成。区

役所が単なる手続きの場ではな

く、市民と共にまちを創る『拠点』

へとかわると思う。 

・事務作業はデジタル化、効率化

し、職員が直接市民の話を聞いた

り、地域の問題を一緒に考える時

間を増やすのがいい。 

・スマホで簡単に意見を届けた

り、相談できるような、デジタル

を活用した「つながりやすさ」を

重視してほしい。 

・若者向けにＳＮＳを活用してほ

77 ・絶え間なくＤＸ化を進めることで、

「行かない」「書かない」「待たない」

窓口の取組を推進し、市民サービスの

向上に努めてまいります。あわせて、

業務効率化を徹底的に進め、それによ

り生み出した時間や人員を、地域のつ

ながりやむすび付きの結節点となる業

務、包括的な重層的支援の業務、法改

正や社会情勢に応じた業務増への対応

など、市民サービスの向上につなげて

まいります。 



しい。 

・外国人向けのやさしい日本語

や、高齢者向けのデジタルデバイ

ド対策を実施してほしい。 

・平日に区役所に行けない人のた

めにも、土日や夜間の開庁、オン

ライン化を進めてほしい。 

３ ・区役所の職員が楽しく、前向き

に、主体的に働ける職場づくりを

期待したい。 

・区役所には、まず話を聞いても

らえる、失敗しても大丈夫という

雰囲気づくりがあるとよい。若者

のアイデアや関心を、完成度より

もプロセスをみて、チャレンジし

やすい環境を整えてほしい。 

・区役所の職員も、自分たちだけ

で余白をつぶさずに、もっと地域

住民や活動団体などを頼ってもい

いと思う。 

・区役所が地域に出向き、現場の

声を政策に反映させる仕組みは重

要である。 

65 ・市民の皆さまをはじめ、地域を構成

する多様な主体と接する中で、ニーズ

や困りごと、まちづくりへの思いなど

を受け止め、皆様と共にまちづくりを

進めるとともに、政策の形成にも活か

してまいります。 

４ ・「ウェルビーイング」や「ＤＸ」

などの用語が難解である。 

９ ・「ウェルビーイング」や「ＤＸ」は、

言い換えや注釈を追加しました。 

５ ・ＤＸや効率化だけが強調されて

いる印象があるため、「人に投資す

る区役所」としての人材育成を打

ち出してほしい。 

・区役所像５について、多様なニ

ーズだけでなく、正解のない課題

に対応することが余白の考え方に

通じるのではないか。 

５ ・御指摘を踏まえ、区役所像５の記載

内容を修正しました。 

６  ・「市民の自主的活動の情報を収

集し、市役所内、市民と情報共有

する」といったことを記載しては

どうか。 

１ ・御指摘を踏まえ、修正しました。 

  



６ その他（計画全般等）【２３３件】 
 意見 件数 回答 

１ ・義務でなく柔軟に関われる仕組

み、無理なく関われる工夫が必要。 

・参加の方法やきっかけの発信が

重要。 

・市民の意見を反映する仕組みが

必要。 

・若い世代が無理なく参加できる

工夫が必要。 

127 ・若い世代、学生を含め、多様な主体

が交ざり合い、対話し、つながりを深

め、社会総がかりで協働して取組を進

めてまいります。 

２ ・ビジョンは、京都らしいまちづ

くりの姿を表しており、今後の取

組に期待する。 

・地域コミュニティと市民参加の

重要性が理解できる内容であっ

た。 

32 ・目指す姿の実現に向けて、しっかり

と取組を進めてまいります。 

３ ・資料はイラストやグラフがあり

見やすいので、これからもわかり

やすい資料作りを続けて欲しい。 

・ページが多すぎず読みやすい。 

・市民に伝わりやすい言葉で表現

して欲しい。 

・「社会情勢の変化」の令和（現在）

に「平成の傾向が続く」との記載

があるが、何の傾向かわからない。 

27 ・ビジョンの策定に当たっては、わか

りやすく伝わりやすいビジョンとなる

よう心掛けております。今後とも、市

民の皆さまにとってわかりやすい情報

発信に努めてまいります。 

・ビジョン13ページ「社会情勢の変化」

中の令和（現在）に記載の「平成の傾向

が続く」については、御指摘のとおり

わかりづらい表現であったため、削除

します。 

４ ・ビジョンの推進には、市民と関

係人口・交流人口の相互理解や協

力が必要。 

18 ・市内居住者に限らず、京都市に関わ

るあらゆる人の参加・協力を得られる

よう、取組を進めてまいります。 

５ ・自治会・町内会の負担軽減が必

要である。 

・自治会の活性化には、地域外と

も連携し、無理なく参加できるこ

とが重要。 

15 ・地域活動への参加の促進や、行政協

力業務のアップデートにしっかりと取

り組んでまいります。 

６ ・区役所が主体同士をつなぎ、ま

ちづくりを進めることを期待す

る。 

・多様な人々が無理なく関われる

市政を期待する。 

14 ・市民参加の推進に当たっては、多様

な主体が交ざり合い、対話し、つなが

りを深め、社会総がかりで協働し、取

組を進めてまいります。 


